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要旨 
ネオニコチノイド系農薬は、ニコチンと化学構造が類似している殺虫剤であり、有機リン系やピレスロイド系農薬に
替わって、1990年代から世界中で使用されるようになった農薬である。我が国でも稲作を始めとした農作物に使用され
ているだけでなく、家庭用の殺虫剤や住宅建材、松枯れ対策のために全国の森林にも散布されるなどさまざまな用途に
広く使用されており、近年国内での生産量、輸入量および出荷量は倍増してきている。 
ネオニコチノイド系農薬の特徴は、神経毒性、浸透移行性、残効性の3つを備え持っている。神経毒性ではアセチル
コリン受容体に作用し、アセチルコリンの働きをかく乱して異常興奮を起こす作用である。この神経毒性は、昆虫に対
して大きな影響を与えることが明らかとなっている。この農薬の持つ浸透移行性により、散布後根から植物の体内に吸
収されるために、昆虫から食害を防ぐことが可能となる。また、残効性を持つことで一度の散布で長期間効果が持続す
るために、散布量を減らすことにも繋がり、減農薬に貢献している。一方、農作物への残留性が高いために、ヒトおよ
び生態系への安全性や影響という点で疑問が高まっている。特に、ネオニコチノイド系農薬は、低濃度長期曝露によっ
て脳発達へ影響する可能性が高いことが明らかとなっている。そのために、従来の毒性試験では検出されにくい遺伝子
発現の撹乱作用や発達期の脳への神経毒性が危惧されている。 
ネオニコチノイド系農薬が問題視されるようになったのは、2006年に米国で蜂群崩壊症候群(CCD)が起きたことによ
るものである。CCD と呼ばれる現象は成蜂のミツバチが急にいなくなり、巣に残っている女王バチや卵、幼虫などが
取り残される現象のことである。この現象はその後世界各地で起こっており、ネオニコチノイド系農薬が原因の一つと
言われている。 
近年では、農薬管理の基礎となる考えは予防原則であり、特に欧米を中心に多数意見となりつつある。この予防原則
とは、「環境に重大あるいは回復不能な影響を及ぼす脅威が考えられる場合は、科学的に因果関係が十分証明されない状
況でも規制措置を可能にする」という考えである。子どもの将来に繋がる重要課題として、特に農薬についてもこの予
防原則を適用し、ヒトの神経系を撹乱する殺虫剤についてはその使用を極力抑え、危険性の高いものは使用禁止するな
どの方策が必要と考えられる。 
 
－ 13 －
－  －0123456789
